
お問い合わせ

東京サーキュラーエコノミー推進センター
住所：東京都墨田区江東橋4-26-5東京トラフィック錦糸町ビル５階
TEL：03-6666-9162

東京都は、2050年ゼロエミッションの実現に向け、2030年までに温室効果ガス排出量を50％削減するカー ボ

ンハーフとその先の未来を見据え、「ゼロエミッション東京戦略 Beyond カーボンハーフ」を策定しました。2035年ま

でに温室効果ガスの排出量を60％以上削減（2000年比）する新たな目標と、その達成に向けて、再生可能

エネルギーの基幹エネルギー化、ゼロエミッションビルの拡大、水素エネルギーの普及拡大、サーキュラーエコノミーへの

移行等の政策分野において、31の個別目標を設定し、実行性ある施策を推進しています。

ゼロエミッション東京の実現に向け、東京都と公益財団法人東京都環境公社に設置された東京サー

キュラーエコノミー推進センター（以下T-CEC）では、都民、事業者、関係団体、自治体と連携を図り

ながら、サーキュラーエコノミーの実現に向けた事業を実施しています。

具体的にT-CECでは、持続可能な資源利用に関する情報発信やシンポジウムの開催、サーキュラーエ

コノミーの早期導入にあたる具体的な取組への支援、多様な主体による実践的な行動変容活動への支

援等に取組んでいます。

T-CECの取組紹介

3Rアドバイザー事業
※対象事業者：✓オフィス・商業施設（病院や学校での実績もあり）

✓ 再利用計画書の提出事業者

廃棄物の知見が豊富な「３Rアドバイザー」が、明日からカンタンに実践できる３Rの取組事例をご紹介します。

廃棄物に関するこんな課題はありませんか？

3Rアドバイザーが一緒に解決します！

アドバイス例



情報発信・相談マッチング事業

サロンの開催風景

組等、事業者先
の
進的な資源の循環利用
行動変容を促す情報を

公式Webサイト：TOKYOサーキュラーエコノミーアクション

相談・マッチング事業
サーキュラーエコノミーの実現に向けて、都民・事業者等から資源の循環利用に関する相談やマッチングの依頼をワンストップで受け
付け、取組のサポートを行っています。

サーキュラーエコノミーサロン
サーキュラーエコノミーに資する新ビジネス創出のための学び、ネットワーキングの場づくりを目的として、“サーキュラーエコノミーサロン”を開
催しています。

サーキュラーエコノミーの実現に向けた補助事業
サーキュラー・エコノミーの実現に向けた社会実装化事業

地域密着型のサーキュラーエコノミーの実現を目指す事業者等を公募し、その取組の社会実装化を支援します。

R6年度相談実績：78件 マッチング実績14件

サーキュラー・エコノミーへの移行推進

⚫ 令和6年度採択事業例

資源循環・廃棄物処理のDX推進事業
産業廃棄物処理業者が行うDXを活用したサーキュラー・エコノミーに資する事業構築に対する取組を支援します。

赤坂インターシティAIR 1棟 
まるごとマイボトル化PJ
オフィスビル1棟全体で、入居テナ
ント企業と協力し、洗浄機を活用
したマイボトルの普及を図る。

キャラベジプロジェクト
規格外野菜とふれあえるワー
クショップを開催し、規格外野
菜の価値向上を図る。

⚫ 受付期間

⚫ 補助対象

令和７年５月15日（木曜日）から令和７年７月15日（火曜日）まで

TOKYO海ごみゼロアクション Webサイト

TOKYO海ごみゼロアクション
東京の海に新たなプラスチックごみを流出させないよう、
東京の海ごみ問題を都民に広く啓発するとともに、海ご
みや河川ごみの清掃活動への参加につなげる「TOKYO
海ごみゼロアクション」を実施しています。

⚫ 受付期間

⚫ 補助対象 • ２Ｒビジネス又は水平リサイクルに関する取組について、社会実装するために事業に着手するもの又
 は事業の拡大を行うもの

• 複数の事業者・団体等が連携して取り組むもの

●マッチング事例

東神開発株式会社（髙島屋S・Cの運営） × 株式会社ECOMMIT

→東神開発から衣料等回収に係るリサ
イクルボックスについて相談があり、 
PASSTOを手がけるECOMMIT を
紹介、取組の実現を支援

資料・画像提供 ： プレス資料「【玉川髙島屋S･C】SDGsに向けた
活動 循環先を選択できる回収BOXや廃棄物を可視化できるごみ分
別施設を設置～循環型社会実現に向けた“参加型”の取り組みを推
進～」  2024年 東神開発株式会社
※左から2つ目のボックス（青）がPASSTO

⚫ 受付期間

⚫ 補助対象 • 東京都の優良性基準適合認定制度の認定を受け、東京都内において産業廃棄物処理の実績を有している者

• 産業廃棄物「排出事業者」と連携した取組であり、補助対象事業の完了から60日以内又は令和９年３月31

日のうちいずれか早い日までに、構築した事業の排出事業者への提供を開始すること

• サーキュラー・エコノミーへの貢献に資する数値目標を設定するとともに、補助対象事業の完了時に設定した目標を

 達成すること

• ICTを活用したごみ箱のスマート化 ・ AI配車による収集ルート効率化
• 排出事業者と共有可能な、処理過程情報等のプラットフォーム構築
• IDタグやブロックチェーン等を活用したごみ処理の透明化
• 処理等に要する環境負荷（CO2排出量等）の見える化

⚫ 取組例

プラスチック資源循環に向けた2Rビジネス・水平リサイクルの社会実装・事業拡大に取り組む事業者を支援します。

⚫ 補助対象事業イメージ（例）

小売ロス削減総合対策
中小小売事業者が取り組む食品ロス対策費用を補助します。

⚫ 受付期間

⚫ 補助対象

令和６年５月30日（木曜日）から令和７年12月31日（水曜日）まで

• 都内で店舗を運営する食品小売事業者（中小企業、中小企業団体                       

又は個人事業主）

• 交付対象となる経費が、他の補助金等の交付を受けていないこと

• 「賞味期限前食品の廃棄ゼロ行動宣言」に掲げた納品期限の緩和等

 の取組に賛同し、都の情報発信に協力できること

• 都内における食品ロスの削減又は食品リサイクルの取組であること 等

⚫ 交付要件

公式X
補助事業の受付開始など、リアルタ 
イムで情報を受け取ることができます。

是非フォローをお願いいたします！

先進的な資源の循環利用の取組等、事業者等の行動変容を促す情報を発信しています。

▲事業者の取組紹介

の取 等

ウェブや▲東公京都式のプロXジでェク発ト紹介信

オンラインシンポジウム
サーキュラーエコノミーに向けた機運を高めていくため、有識者による講演や事業者の先行事例等を動画に取りまとめ発信しています。
R6年度テーマ：「オフィスにおけるプラスチック資源ソリューション」

小笠原でのビーチクリーンの様子

令和7年4月1日（火曜日）から令和９年３月31日（水曜日）まで

• 都内におけるサーキュラー・エコノミーの実現に繋がるプラスチックや食品ロスの削減に係る取組のうち、地
 域でのモデル事業や実証事業、関連する調査や情報発信等を行うもの

• 原則として、複数の事業者・団体等が連携して取り組むもの

令和７年４月28日（月曜日）から令和８年３月31日（火曜日）まで
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